
第
四
十
条
第
三
項
の
表
自
殺
総
合
対
策
会
議
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
会
議

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

平成™œ年�月™�日 水曜日 (号外第˜šœ号)官 報

四

国
の
行
政
機
関

次
に
掲
げ
る
機
関
を
い
う
。

イ

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
内
閣
に
置
か
れ
る
機
関
（
内
閣
府
を
除
く
。）及
び
内
閣
の
所
轄
の
下
に
置
か
れ
る
機

関
ロ

内
閣
府
、
宮
内
庁
並
び
に
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第

二
項
に
規
定
す
る
機
関
（
こ
れ
ら
の
機
関
の
う
ち
ニ
の
政
令
で
定
め
る
機
関
が
置
か
れ
る
機
関
に
あ
っ
て
は
、

当
該
政
令
で
定
め
る
機
関
を
除
く
。）

ハ

国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
機
関
（
ホ
の
政
令
で

定
め
る
機
関
が
置
か
れ
る
機
関
に
あ
っ
て
は
、
当
該
政
令
で
定
め
る
機
関
を
除
く
。）

ニ

内
閣
府
設
置
法
第
三
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
並
び
に
宮
内
庁
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
号
）
第
十

六
条
第
二
項
の
機
関
並
び
に
内
閣
府
設
置
法
第
四
十
条
及
び
第
五
十
六
条
（
宮
内
庁
法
第
十
八
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
特
別
の
機
関
で
、
政
令
で
定
め
る
も
の

ホ

国
家
行
政
組
織
法
第
八
条
の
二
の
施
設
等
機
関
及
び
同
法
第
八
条
の
三
の
特
別
の
機
関
で
、
政
令
で
定
め
る

も
の

ヘ

会
計
検
査
院

五

独
立
行
政
法
人
等

次
に
掲
げ
る
法
人
を
い
う
。

イ

独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独

立
行
政
法
人
を
い
う
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）

ロ

法
律
に
よ
り
直
接
に
設
立
さ
れ
た
法
人
、
特
別
の
法
律
に
よ
り
特
別
の
設
立
行
為
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
法

人
（
独
立
行
政
法
人
を
除
く
。）又
は
特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
設
立
に
関
し
行
政
庁
の
認

可
を
要
す
る
法
人
の
う
ち
、
政
令
で
定
め
る
も
の

六

地
方
独
立
行
政
法
人

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
方
独
立
行
政
法
人
（
同
法
第
二
十
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。

七

事
業
者

商
業
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
者
（
国
、
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
及
び
地
方
独
立
行
政
法

人
を
除
く
。）を
い
う
。

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
三
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
し
て
必
要
な
施
策
を
策
定
し
、
及
び
こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
民
の
責
務
）

第
四
条

国
民
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
社
会
を
実
現
す
る
上
で
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
が
重
要
で
あ
る
こ

と
に
鑑
み
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
討
）

第
二
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
保
護
並
び
に
」
を
「
保
護
、」に
改
め
、「
推
進
」
の
下
に
「
並
び
に
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推

進
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
第
四
十
六
号
の
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
十
六
の
三

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
（
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

五
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。）の
作
成
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
九
条
の
う
ち
内
閣
府
設
置
法
第
四
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
保
護
」
を
「
推
進
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
六
十
五
号

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
e

第
五
条
）

第
二
章

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
（
第
六
条
）

第
三
章

行
政
機
関
等
及
び
事
業
者
に
お
け
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
（
第
七
条
e

第

十
三
条
）

第
四
章

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
支
援
措
置
（
第
十
四
条
e

第
二
十
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
二
十
一
条
e

第
二
十
四
条
）

第
六
章

罰
則
（
第
二
十
五
条
・
第
二
十
六
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
基
本
的
な
理
念
に
の
っ
と
り
、
全

て
の
障
害
者
が
、
障
害
者
で
な
い
者
と
等
し
く
、基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
個
人
と
し
て
そ
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、

そ
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を
保
障
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
、
行
政
機
関
等
及
び
事
業
者
に
お
け
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た

め
の
措
置
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
推
進
し
、
も
っ
て
全
て
の
国
民
が
、
障

害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の

実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

一

障
害
者

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
（
発
達
障
害
を
含
む
。）そ
の
他
の
心
身
の
機
能
の
障
害
（
以
下

「
障
害
」
と
総
称
す
る
。）が
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
障
害
及
び
社
会
的
障
壁
に
よ
り
継
続
的
に
日
常
生
活
又
は
社
会

生
活
に
相
当
な
制
限
を
受
け
る
状
態
に
あ
る
も
の
を
い
う
。

二

社
会
的
障
壁

障
害
が
あ
る
者
に
と
っ
て
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
障
壁
と
な
る
よ
う
な
社
会
に

お
け
る
事
物
、
制
度
、
慣
行
、
観
念
そ
の
他
一
切
の
も
の
を
い
う
。

三

行
政
機
関
等

国
の
行
政
機
関
、
独
立
行
政
法
人
等
、
地
方
公
共
団
体
（
地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年

法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
三
章
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
地
方
公
共
団
体
の
経
営
す
る
企
業
を
除
く
。第
七
号
、

第
十
条
及
び
附
則
第
四
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
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